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GCCGGUOG ........9 0GCQCCGOUQG .
GCCGGAG6 ........26 GCGGGCCGGAGG
39 ccQGhQOG ((.‥ 日 . 6 CO¢CGCCGGUOG
14 6∝ CCQCG .‥ ..‥ .9 ccACCOGCQCCG
19 0ccQQQCCQ((....日.12 cctlCCOOCCCOCO
51 CGGCCCQCA ‥ ....‥ .6 CQCGiGGCCQQAOG
CCACC6 ......25 GGCCQQAOO
QCCCOC .‥ ...6 CGGCCCOCG
CCGQV0 ...... 9 CGCCGGUOG
CCGGAGG .......44 GCGCCGGUGG
CCGGtlQ6 ....... 31 CCGGCCCGCG
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図 3:多く複製された配列｡スナップショットより､5個以上のものを抽出｡各列左より配
列､2次構造(bl･aCketI･el)reSentaion国 による)､個体数｡複製される配列は､初期条件に
依存する｡
図4では､相補村の個体数が非対称的になっている(各枠内では､3'末端側が欠けてい
るものの方が､数が少ない)｡これは､先の延長と修復のプロセスが､5'末端から3'末端
の1方向のみに進むことによる｡ つまり､数が少ないのは､長いもの(図4で上方の枠に
あたる)をつくるための材料として消費されているからである｡ もちろん､複製のプロセ
スは対称であるので､replicationnetwol･kが働いていなければ､このようなことは起こ
らない｡
2次構造を持った分子が増殖することも見出されたが､これは連結によるものである｡
上記のreplicationletWOrkにより特定の分子が集積された場合は､同じ分子が結合によっ
て作られる確率が高くなるからである｡ つまり､replicatioIlnetWOrkによって用意された
材料が ｢組み立て｣られて､長い分子がつくられることになる｡ 図5に連結による分子の
組み立ての例を示した｡
5 まとめと今後
自己複製する分子は replicationnetworkという､ネットワークのレベルで多様性をつ
くり､維持されることが分かった｡また､これにより複製される分子は､長くなることが
できることも見出されたOさらに､networkにより複製された分子を材料として､連結が
繰り返されることによって2次構造を持った(複製されない)分子が増えることが見出さ
れた｡ただし､酵素活性を持つ程長いものは､何段階かの連結によってつくられるため､
組合せの可能性が大きくなってしまうためにまだ増殖は確認されていない｡これは､今後
の課題である｡
この研究でこれまでに得られたのは､RNA分子の複製系において長い分子への進化 ･
分子の自己修復機能 ･2次構造を持った分子の出現と多様化ということであるが､今後は
多様化した分子による酵素反応を導入して､より高次のシステムの出現を見出したい｡
なお､この研究は UtrechtUniversityの PaulienHogewegとの共同研究である｡
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｢複雑系6｣
図 4:replicationnetworkの一例｡最も長い相補対の配列からはじまり､それらの部分配
列を､左右各々長い順に並べた｡ 各枠は相補対を示す｡配列の左側の数字は個体数｡
CUCCGGCCCGCGGGCGGAGG+
■CGCCCGG
CCUCCGGCCCGC+GGGCCGGAGG●
■CGCCCGG
CCUCCGGCCCGCG+GGCCGGAGQ･◆
GGCCCGCGGGCCGGAGG-
●■CGCCCG
GGCCCGC+GGGCCGGAGO■･
■GCGCCCG
GGCCCGCG+GGCCGGAGG■◆
図 5:連結によりつくられた配列の例｡異なる配列の組合せによっても､同じ配列がつく
られることに注意
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